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 本稿は筆者が担当する音楽科概説の授業に向けた

コンテンツ作成と、ゼミで実施した ICT の活用を取

り上げ、その状況を報告するものである。  

1.音楽理論動画作成について 

  本実践は、「音楽理論学習における e ラーニ

ングの活用－コースウェアの小テスト使用実

践より－」の続編にあたり、音楽理論のテキス

トの改訂に合わせて、動画を新しく作成（*）し

たものである。 

筆者の勤務する神戸女子大学文学部教育学

科では、小学校・幼稚園教諭、保育士を養成し

ており、筆者の担当する「音楽科概説」では、

音楽理論を中心とした授業を行っている。また、

そのテキストに著書を使用しているが、2023 年

に大幅な改訂（注）が行われ、その内容に合わ

せた解説動画を作成する必要があった為、楽典

部分全ての動画を作成した。 

動画内容は、テキストに掲載されている譜面

や図表を示して筆者が解説し、掲載曲や解説に

必要な音はピアノの専門教員による演奏を行

った。また、ポイントとなる語句などはテロッ

プで表示した。（図 1 参照） 

この動画をまず大学内で閲覧できるコース

ウェアにアップした後、大学のサイトにリンク

を張る予定だったが、コンテンツ作成に時間が

かかった為、大学のサーバーにファイルを置き、

閲覧者を限定して URL を知らせる方法で公開

した。  

  

図 1 譜面の音をピアノ演奏している画面  

コンテンツは全部で 2 時間近くあるが、目次

の項目をクリックすることによって、閲覧した

い動画を選ぶことができる。（図２参照）  

図 2 目次の初めの部分  
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音楽科概説の授業終了後の限定的な公開で

あったが、閲覧学生からは、授業で聞いてもう

ろ覚えであったことが、自ら項目を選んでじっ

くり学習することによって理解できた、との感

想がもたらされ、e ラーニングの効果を垣間見

ることができた。  

今後は、当初の予定であったコースウェアに

アップすることや、YouTube での一般公開など

を考えていきたい。  

 
2.ピアノ工場リモート見学について  

筆者のゼミでは、毎年外部研修として、ピア

ノ工場や「浜松市楽器博物館」、「奥大井音戯の

郷」の見学訪問を行っている。しかし、2023 年

度の 4 年生はコロナ禍の為に見学ができず、3

月の卒業までに何とか見学の機会を与えたい

と考えていたところ、ヤマハ掛川工場のリモー

ト見学があることを知った。しかし、これは小

中高校生対象で、大学生には実施していないと

のことであったが、本ゼミ生は小学校教諭にな

る学生が多く、小学生向けの内容でも充分な学

びになることを伝え、実施を実現した。  

実施方法は、掛川工場で作成した見学動画を

中心に、現場から zoom にて配信し、本学の音

楽室で視聴し、ナビゲーターに質問するという

形であった。（2024 年 1 月 30 日実施）  

 

 

 

 

 

 

 

図 3 掛川工場のナビゲーターの説明の様子  

 

また、3 年のゼミ生は、2023 年 8 月に現地に

見学に行っている（うち１人は欠席）ので、現

地との違いなどを比べる為、欠席した学生と共

に 3 人に参加してもらった。加えて、本学の音

楽担当非常勤 2 名、助手 1 名、情報センター職

員 1 名と、初めての大学での試みを見る為、ヤ

マハ神戸店の担当者 1 名も参加した。  

当日の流れは以下のようなものである。  

 この視聴を終えた学生からは次のような感

想が得られた。  

【4 年生】多くの部品やたくさんの人など色々

な力があって作られているのを初めて知るこ

とができた。  

・ナビゲーターの丁寧な説明のお陰で、実際に

行った気分になった。・なかなか行くことが難

しい場所でもリモートを通じて、触れ合う機会

が広がると考えたら、素敵だった。・就職先（小

学校）で機材が揃っているならリモート見学を

やってみたい。  

【3 年生】現地見学の時は手元など細かい部分

は見えにくかったので、リモートでは拡大等が

されてとても見やすいと思った。・現地見学は

音や空気などの体感でさまざまな発見ができ

て良かった。  

 以上のように、リモートでも現地見学と劣ら

ず、メリットがあると考えられるので、今後ヤ

マハと協力して、その可能性を探っていきたい。 

 

注）『この一冊で分かるピアノ実技と楽典』の改訂版で

深見友紀子・小林田鶴子、『この一冊でわかる楽典と音楽

実技』、音楽之友社、2023 である。  

（＊）このコンテンツは「2023 年度 行吉学園 教育・研

究助成」を受けて作成されたものである。  

＜リモート見学内容＞（約 1 時間）  

１．ヤマハの紹介とピアノ誕生の歴史  

２．楽器についてのクイズなど（シート使用）  

３．掛川工場の紹介  

４．ピアノ製作過程と現場映像  

５．工員や社員の話  

 （研磨工員、営業社員、コンサートチューナー）

６．質疑応答  

７．藤田真央さんによる、選定の様子と演奏  
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